
平成21年３月橋本市議会定例会会議録（第３号）その５ 

平成21年３月10日（火） 

                                           

○議長（中上良隆君）順番11、２番 阪本君。  先日、保護者の方とお話をする機会があり

ました。そこで気づいたことは、教育委員会

が思っているほど、そもそもなぜ小中一貫な

のかということを含めて、保護者に伝わって

いないということです。橋本小学校の耐震化

は一日も早くしてほしい。きめ細かい教育も

してもらいたい。しかし、それが同一敷地内

での小中一貫だと言われても、納得できない。

だれのための小中一貫なのか不信感を持って

いるというお話でした。 

〔２番（阪本久代君）登壇〕 

○２番（阪本久代君）通告に従いまして、一

般質問を行います。 

 まず最初は、市民の暮らしと健康を守るた

めにです。 

 経済危機、相次ぐ社会保障の後退の中、市

民の生活は苦しくなる一方で、さらにこの４

月から上下水道料金など公共料金の値上げが

行われます。また、介護保険料、国民健康保

険税などは、サービスを受ければ受けるほど

高くなる仕組みになっています。 

 そこで、質問を行います。 

 まず１点目、橋本小学校と橋本中学校では、

小中一貫教育に２年間取り組んでこられたと

いうことです。その上で、同一敷地内での小

中一貫をということですが、この２年間の取

り組みの中で、小学校ではどこが変わり、さ

らにどう変わるのか、また中学校ではどこが

変わり、さらにどう変わるのか、そのために、

どういう配置の小中一貫校になるのですか。 

 国民健康保険で国は、各国民健康保険事業

における総医療費の45％を負担金として、地

方自治体に支出していました。ところが、1984

年負担割合を総医療費の45％から38.5％に減

らしてしまい、国民健康保険税の値上げへと

つながりました。国に対して、社会保障予算

を増やすよう求めるとともに、市として医療

費を下げるためにできることはないのか、負

担を増やして医療を受けにくくするのではな

く、医療を受けなくてもいい健康な体づくり

について考えていきたいと思います。 

 ２点目、小中連携校と同一敷地内の小中一

貫校との違いはどこにありますか。 

 ３点目、橋本市内で橋本中学校区以外で、

同一敷地内の小中一貫校は可能なのですか。 

 まず１点目、国民健康保険において、医療

費がかかっているのは、どの疾病ですか。 

 ４点目、小中連携は大事なことだと思いま

す。しかし、橋本市内の小学生、中学生は、

できるだけ同じ教育条件のもとで教育を受け

るべきだと思います。それで、この橋本小・

中学校だけ、同一敷地内というのは、どうし

ても公平性に欠けると思います。私個人の意

見ではありますが、橋本小学校の改築は必要

で、橋本中学校は敷地が広いというのならば、

橋本小学校を独立した小学校として、中学校

の敷地に隣接して新築することはできないの

ですか。 

 ２番目、今までも健診や健康づくりに取り

組まれていますが、どのように評価されてい

ますか。 

 ３点目、医療費を増やさないための方策と

して、どのようなことを考えておられますか。 

 二つ目の質問は、小中一貫校についてです。

橋本小学校と橋本中学校の小中一貫教育を推

進するため、橋本中学校に小学校部分の改築

を行うための設計費が予算計上され、同一敷

地内の小中一貫校が具体化されつつあります。  以上、１回目の質問を終わります。 
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○議長（中上良隆君）２番 阪本君の一般質

問に対する答弁を求めます。 

 教育長。 

〔教育長（森本國昭君）登壇〕 

○教育長（森本國昭君）小中一貫校のおただ

しについてお答えいたします。 

 １点目のどういう形の一貫校になるのかと

いうご質問にお答えいたします。設計につい

ては、まだ確定しておりませんが、教育委員

会としましては、小学校の棟、中学校の棟を

分け、両棟の間に職員室や特別教室を配置し

た共用棟を配置していきたいと考えておりま

す。 

 そのほかに小学生の使う遊具を配置した小

運動場、低学年児童が使用する小プールなど

設置したいと考えております。 

 ２点目の小中連携校と同一敷地内の小中一

貫校との違いは何かとの質問にお答えいたし

ます。連携型でも敷地一体型でも学校教育目

標の一元化や、教科や生徒指導における小中

一貫カリキュラムの実施、小・中教員の兼務

発令、合同行事など現在の教育課程を見直し

一貫したものしていくことはできます。しか

し、一体型では教員側から見れば、学校間を

移動する必要がないため、児童生徒への指導

がより効率的に行えること、学習補充や放課

後の部活動などについても小・中全職員で取

り組みやすいこと。全職員が児童生徒の実態

をとらえやすいことなどと挙げられます。 

 また、児童生徒の側から見れば、教科指導

を受けた教員が常に学校内にいることで、継

続した指導を受けやすくなること、より多く

の教員に指導を受ける機会が増えること、異

年齢交流などの活動が柔軟に行えるなど違い

があると言えます。 

 ３点目の橋本中学校区以外で同一敷地内の

小中一貫校は可能かとのご質問でございます

が、同一敷地内で実践する小中一貫校には、

効率的効果的な取り組みが期待できると考え

ています。しかし、一貫校に移行するために

は、二つの課題があります。１点目は、教職

員一人ひとりに小・中学校の壁を超えて、義

務教育９年間で子どもを育てようとする強い

使命感と必要感の醸成を図ることです。橋本

小・中学校において、研究指定し３年目を迎

えますが、教職員が学校のあり方を変え、成

果を確認しながら意識変革を行っている現状

を見ますと、教職員の育ちこそ重要です。連

携型の一貫教育を市内の全小・中学校で研究

しながら、十分な時間をかけて一貫校への移

行を考えるべきだと感じております。 

 ２点目は、少子化が急速に進んでいる状況

を見据えて、学校の適正規模化をどう図って

いくかという課題があります。橋本市の小学

校、中学校の立地条件、小規模化への推移等

を考え、平成21年度から開催する小中一貫教

育に基づく学校適正規模化検討委員会での慎

重な審議を経て、プランを作成してまいりた

いと思っております。長期の展望に立ち、橋

本市の小中一貫教育の姿を考えてまいります。 

 ４点目の橋本中学校に橋本小学校を隣接し

て新築できないかとのご質問ですが、橋本中

学校と小学校が隣接することで、施設一体型

と近い運営ができると考えますが、スペース

の関係で、独立した小・中学校を建設すれば、

体育や部活動などの教育活動に支障を来すこ

とがあり、共用部分を持った施設一体型校舎

が望ましいと考えております。 

 小中一貫教育について、全国各地で検討が

なされておりますが、児童生徒の課題を解決

するには、教職員が自らの意識改革をし、義

務教育に責任を持つ覚悟が必要であります。 

 教育委員会では、カリキュラムを市内の教

職員とともに作成することや、学校長を中心

に各中学校区ごとに、学校教育目標を一本化

し、連携型一貫教育の取り組みが行われるよ
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う支援しております。橋本市の全小・中学校

において小中一貫教育がスムーズにスタート

できるよう準備してまいりますので、ご理解

をお願いいたします。 

○議長（中上良隆君）健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（森本健二君）登壇〕 

○健康福祉部長（森本健二君）市民の暮らし

と健康を守るための質問にお答えいたします。

国民健康保険において、医療費のかかってい

る疾病についてのおただしですが、本市の医

療費の資料としては、最新のものが平成19年

５月診療分の病類別疾病分類表となります。 

 この表からは、入院・外来それぞれの費用

額に占める割合の多い順で、まず入院は第１

番、高血圧疾患、心疾患、くも膜下出血、脳

梗塞などの循環器系が24.96％、第２番、悪性

新生物、悪性リンパ腫、白血病などの新生物

12.64％、３番、詳細不明の認知症、統合失調

症、神経性障害、精神遅滞になどの精神行動

9.23％となっています。 

 また外来では、１番、循環器系22.43％、第

２番、歯科11.48％、第３番、甲状腺障害、糖

尿病などの内分泌、栄養10.61％の順となって

います。 

 次に、健診や健康づくりの取り組みと評価

でございますが、本市では昭和56年度から平

成19年度まで27年間、特定健診の前身である

基本健康診査等の健康業務を実施してきまし

た。受診率は年々上昇し、特に平成14年度以

降は40％以上を維持しております。基本健診

の最終年度となった平成19年度には43.8％と

なり、和歌山県の平均34.8％を大きく上回る

に至りました。受診率の上昇は健診が市民に

根づいたあかしと受け取り、一定の評価をし

ている次第ですが、健診の個別通知や各種が

ん検診とのあわせたセット健診、市民病院と

の連携によるマンモグラフィによる乳がん検

診や子宮がん検診などの女性特有のがん検診

への取り組みが奏功したものと考えておりま

す。 

 また、健康づくりについても、市民の皆さ

まに、講義などの受け身ではなく、家庭にお

いて実践してもらえるような具体的な取り組

みを食や運動に関して実施しており、その実

践を継続してもらえるよう健康づくりボラン

ティアとして、市が実施している各種教室に

ご協力をいただいております。 

 市民自らが運営にかかわり、健康づくりの

輪を広げていただくことで、市全体の健康づ

くりの気運が高まることになると考えていま

す。 

 次に、医療費を増やさないための方策につ

いて、お答えします。 

 本市の場合は、健康診査受診率について調

べますと、65歳以上の高齢者に比べ、40歳か

ら64歳の若い層の受診率が低いという傾向が

出ております。また健診結果、レセプトデー

タ分析からは、高血圧、糖尿病、中性脂肪異

常という生活習慣病の発症が、40歳代の若い

うちに起こるケースが多いという特徴がわか

っております。以上の状況から、若い層への

健診啓発に力を注ぎ、早い段階で生活習慣病

を予防し、医療費削減につなげてまいりたい

と考えています。 

 このことから、現在40歳以下の若年者につ

いても、市独自の若年者健診を実施し、生活

習慣病の予防に取り組んでいるところです。

また従来のレセプト点検等に加えて、昨年の

９月議会でもご指摘がありました国民健康保

険被保険者全員へのジェネリックカードの配

布に平成21年度より取り組み、調剤費の節減

に図りたいと考えております。 

 ご理解のほど、よろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（中上良隆君）２番 阪本君、再質問

ありますか。 
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 ２番 阪本君の再質問を保留して、２時15

分まで休憩いたします。 

（午後２時１分 休憩） 

                     

（午後２時15分 再開） 

○議長（中上良隆君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 ２番 阪本君、再質問お願いいたします。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）１番のほうから再質問

をしていきます。 

 今回、国民健康保険税が大幅な値上がりの

案がきのう出されて、あまりにも大幅なので、

すごいショックを受けたんですけれども、実

際に国民健康保険で医療給付費というのは、

年々増えてきていいます、決算で見る限り。

担当課のほうでは、この医療費に対して、こ

の国民健康保険税を決めていくので、本心は

多分値上げをしたくないんであろうけれども、

値上げをせざるを得ないというすごい苦渋の

決断をされたんではないかなとは思うんです

けれども、でも、だからといって、市民の立

場からすれば、上がるばっかりではやってい

けないといいますか、ただでさえ今国民健康

保険税収納率も92％を割ってきている中で、

さらに値上げをしたら本当に払えない方が増

えてきて、悪循環に陥るんではないかなとい

うふうに思います。 

 その中で、やっぱり本当に医療を受けなく

てもいいような健康づくりというか、そうい

う対策をどんどんしていくということが必要

ではないかなと思うんです。 

 先ほど、２番のほうで答弁がありましたけ

れども、平成19年度まで年々基本診査のほう

も受診率も上がって、いろいろな健康づくり

にも取り組んできておられる。そのことには、

本当にご苦労されてきていると思うんです。

ただ、平成20年度からは、特定健診に変わっ

て市民全体ではなくて、国民健康保険の方が

対象になり、またその中で、特定健診受診率

だとか、またどれだけ、いわゆるメタボが改

善されたのかということが、また今度５年間

たってから、そのことの評価が国民健康保険

税にはね返ってくるという、いろいろなこと

が絡んでくると思うんです。 

 そういう中で、橋本市特定健康診査等実施

計画も見せていただいたんですけれども、確

かにメタボの対象になっている疾患は、この

医療費の中でも20％から25％ぐらいまでを占

めていて、そこに対する対策というのは、大

事だとは思ったんですけども、それ以外の

45％の部分が一体どういう疾病が占めている

んだろうかということを思って、１番の質問

をさせてもらいました。 

 先ほど、３番目、入院と入院外と上位３位、

３番目まで答えていただいたんですけれども、

それとあわせて、私、同じ資料をいただいた

んです。平成19年５月の資料で、自分なりに

19年度の決算とあわせて計算をしたんですけ

れども、この入院と入院外を合わせて、どう

いうものが医療費の占める割合が高いのかと

いうことを言いますと、１番は循環器系、２

番が新生物、３番が内分泌・栄養、４番が消

化器系、５番が呼吸器系、６番が筋骨格系、

７番が歯科というふうになっています。 

 こういう中で、先ほどいろいろながん検診

とかも含めて答弁はあったんですが、合わせ

たら２番目に新生物が多くなるということで、

確かに女性特有の子宮がんであるとか、乳が

んであるとか、検診の受診率が上がっている

かもしれないけれども、今現在２年に１回し

か検診が受けられないというふうになってい

ますし、また関心のある方はどんどん受ける

し、なかなかまだまだ自分の健康にそこまで

気持ちが回らないといいますか、そういう方
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は、毎年、２年に１回検診を受けるというと

こにつながってない方もたくさんあるんでは

ないかなというふうに思うんです。 

 例えば、３番目の医療費の増やさないため

の方策の一つとして、検診について一般的に

知らせるのではなくて、例えば、毎年でなく

ても５年に１回、子宮がん検診を受けません

かとか、乳がん検診受けませんかとか、対象

の方に通知をするとか、そういうことも考え

られないでしょうか。 

○議長（中上良隆君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）今議員おただ

しの乳がん検診について、２年に１回しか受

診の機会がないと、それについてもう少しＰ

Ｒせよということでございますが、うちの担

当課として、今乳がん検診については、かな

り市民病院との提携の中で進めております。

その中で、今言われたように医療費の削減、

一つのするためには、健診をして早く病気を

発見してそれを予防していただくというのが、

非常に大切なことだと考えてますので、婦人

病というんでしょうかね、そういうような形

の中で機会をとらえて、補助金の関係とかそ

んなんがありまして、２年に１回というのは

ちょっと、今のところ崩すのが非常に難しい

面もありますけども、広報については受診率

の向上ということで、いろんなところをとら

えて広報するなり、いろんな形でＰＲしてい

きたいなと思っております。 

○議長（中上良隆君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）よろしくお願いします。 

 それともう一つ私、以前に「肺炎球菌の予

防注射で老人の肺炎の予防を」という記事を

読んだことがあるんです。それも、今回この

質問をしようと思ったきっかけなんですけれ

ども、それで調べてみたら、呼吸器系の医療

費というのは、入院では４番目に高いんです

けど、入院外ではかなり割合としては低かっ

たんです。ただ合わせますと、５番目に高く

て、呼吸器系の中には、肺炎だけじゃなくて、

急性上気道感染症であるとか、慢性副鼻腔炎

とかぜんそくとかいろいろ入っているんです

けれども、ただ、老人の方が肺炎になった場

合に、やっぱり入院期間も長くなりますし、

また最悪の場合は死因にもつながるというこ

とで、できるだけ肺炎にならないようにする

ということも医療費を抑える一つになると思

うんです。 

 そしたら、ちょうど３月７日付の毎日新聞

に、すさみ町で来月から中学生以下のインフ

ルエンザの予防接種と75歳以上の肺炎球菌の

ワクチン接種を全額負担するという記事が載

っていました。 

 肺炎球菌ワクチンの紹介をしますと、肺炎

球菌ワクチンは、高齢者の肺炎の原因となる

病原体の中で、最も頻度の高い肺炎球菌とい

う細菌をねらった予防ワクチンです。さらに、

肺炎予防効果とともに、肺炎球菌による肺炎

になっても軽症で済む、抗生物質が効きやす

い等の効果もあります。肺炎球菌には、80種

類以上の型がありますが、肺炎球菌ワクチン

接種により、そのうちの23種類に対して免疫

をつけることができます。これで、すべての

肺炎球菌による肺炎の８割ぐらいに有効です。

また、インフルエンザワクチンとの併用が望

ましいとされています。そして、インフルエ

ンザは毎年接種することになりますし、今65

歳以上の方は、1,000円という補助も実際に橋

本市でももう行われているんですけれども、

この肺炎球菌ワクチンは、一度接種すると再

接種の反応が強く出るので、原則的に生涯に

１回限りの接種ということになります。 

 宮城県白石市では、65歳以上の方を対象に

１回8,000円として本人が5,000円を負担し、

差額3,000円を市を助成しております。また、

群馬県中之条町では、75歳以上の方を対象に
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4,000円を限度として補助しています。全国で

まだまだ少ないですけど、何箇所かの自治体

でこういう形で補助が行われております。 

 すさみ町の記事では、現在１回の費用は

6,000円、75歳以上の方、約1,200人が対象で

あるというふうに書いてあります。費用は、

いろいろあるのかもしれないんですけれども、

だいたいこのぐらい6,000円から8,000円ぐら

いの費用ではないかなというふうに思います。 

 この肺炎球菌ワクチンの予防注射というか、

これを進めるということも、まあ言うたら肺

炎を予防する大きな力になるのではないかな

と思うんですけれども、それで、予防注射の

検討をお願いしたいんですが、いかがでしょ

うか。 

○議長（中上良隆君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）当然、予防に

ついて有効な手段であれば実施していかなけ

ればならないと思っております。ただし、そ

の費用が今言われた75歳以上にするのか、65

歳以上かというので費用の負担も違いますし、

受益者負担というんですか、個人負担の関係

もありますし、有効な手段の一つと思います

ので、１回検証も含めて検討させていただい

て、これは、さっき検討したらやらないとい

うほうじゃなくて、これを下げるという一つ

の前提のもとに、これを有効なことでやった

ら医療費が下がるということであれば、非常

に有効な手段だと思いますので、お金もかか

ることですので、慎重にちょっと検討させて

いただきまして、勉強もさせていただきたい

なと思っております。 

○議長（中上良隆君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）ぜひ前向きによろしく

お願いいたします。 

 それともう一つ、この質問するに当たって、

一つ思ったことなんですけれども、職員の皆

さんも市民のためになるようにということで、

いろいろ考えて健康づくりその他もろもろに

取り組んでおられるとは思うんです。ただ、

健康づくりをする課はする課、もう一つ、国

民健康保険税の医療費がどうなるかとか、交

付税がどうなるかを検討し、国民健康保険税

をいくらにするかということを検討する課は、

また検討する課という形で、市民の全体の健

康を守るということでの連携があんまりない

ように思ったんです。やむを得ず上げるにし

ても、やっぱりこれだけ国民健康保険税が上

がったら、苦情はかなり来ると思うんです。

やっぱりいろいろなことも総合して、連携も

して、例えばいろいろな健康づくりについて

も考えるような場がなければ、本当に仕事を

やるやりがいといいますか、もうしんどいだ

けになりはしないかなというふうに心配をす

るんです。 

 今やっぱり前向きないろいろな全国の例と

かを取り寄せながら、いろんなことをしてい

こうと思ったら、それなりに人数も必要だと

思いますし、時間的な余裕も必要になってく

ると思うんです。そういう点でも、やりがい

のある職場になるようなそういう連携なり取

り組みなりということも、あわせて要望をし

ておきたいと思います。 

 ２番目の質問に移ります。 

 まず最初に、どういう形の一貫校になるの

ですかということで、先ほど質問したんです

けれども、先ほども言いましたが、この間、

実際に橋本小学校のＰＴＡの皆さんのお話を

聞いて、それの一端を紹介をいたしますと、

ＰＴＡ総会の後で説明会が行われたというこ

となんですが、今財政難、財政難と言いなが

ら、14億円をかけて同じ敷地内に小学校を建

てるんだ。何でそんなにもお金をかけるんだ

という素朴な疑問が出されました。それであ

るとか、小学校の耐震化について、そんなに、

まあ言うたらもう建て替えないといけないほ
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どなのか。この建て替えであるとか、小中一

貫とか全部がひっくるめて話をされるので、

小中一貫というけども、一体そもそもそれは

一体どういうものなんだという声であるとか、

この２年間の間にどういう説明が行われてき

たのかなというのが一つ疑問に思ったのと、

それと、先日原田地区で説明会が行われたと

いうことなんですが、その中でもいろいろ疑

問点とかを出したけれども、例えば、橋本小

学校から橋本中学校に移ることによって、通

学の距離が長くなる。それに対して、どうい

う対策がとられるのかという質問に対しても、

市長の決裁が必要であるので答えられないみ

たいな、はっきりした回答がなかったという

ことで、結局いろいろ疑問点とか出すんだけ

れどもはっきりわからない回答ばっかり。な

おかつ、これからほかの地区でも説明会が行

われるということなんですけれども、こうい

う状態で本当に同一敷地内の小中一貫を進め

ていっていいものなんだろうか、すごく感じ

ました。 

 それと、さっき個人的な意見として、隣接

して建てられないかということを私、言った

んですけれども、こういう意見もありました。

東南海・南海地震が近いと言われているのに、

橋本小学校は高台にある。橋本中学校は紀ノ

川のそばで低い位置にある。地震が起こった

ときに、本当に大丈夫なんだろうか。こうい

ういろいろな声を直接聞いたんです。 

 私自身は、今回だけではなくて今までから

も公平性の観点から橋本小学校、中学校だけ

を先に同一敷地内にするのはどうかなという

ふうにずっと思っているんですけれども、そ

れと同時に、これだけ現在の当事者である保

護者の皆さんが納得していないというか、そ

ういう中で予算だけはついて、このまま進め

られていく。本当にこれでいいんだろうかと、

さらに疑問を感じました。この点では、教育

委員会はどのように考えておられるのでしょ

うか。 

○議長（中上良隆君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）まず小中一貫校より

もまず小中一貫ということで現在行ってます

ので、小中一貫の今まで橋本中学校区が、小

学校、中学校で19年度から実施しておるわけ

です。その小中一貫、やはり専門性を生かし

て、小学校の時期に、例えばで言えば、理科

を小学校の５年のときにこういう点をここで

押さえれば中学校に来ても、きちっと定着率

あって学力が上がるとか、そういういろいろ

な長所がありますので、そういう小中一貫を

やっておるわけでございます。 

 現在、橋本小学校から中学校へ技術科、そ

れと美術、それと家庭が中学校に行っていま

す。中学校から小学校へ体育と理科と音楽が

行っているわけです。その中で、ほか今後数

学、国語とかも増やすと聞いておるんですけ

れども、そういう小・中、今実際一貫をやっ

ておりまして、成果とかも上がってきており

ます。 

 子どもたちのアンケートをとらせていただ

きました。小学生のアンケートを見ますと、

ほとんど小中一貫中学校の先生が来てくれて

いろいろ教えていただいておる点について、

ちょっと読ませていただきますと、これは、

小学生です。「今までなら、ほとんど担任の先

生やったけど、中学校の先生が来て、いろい

ろな先生と親しめるのでいいな」とか「英語

とか理科とかはとっても楽しいです。もっと

違う教科の中学校の先生も来てほしい」とか

「いつも中学校の先生たちが来てくれて本当

に楽しい。中学校の先生が、私たちの授業を

教えてくれるのが嫌だと思ったことがない。

Ａ先生が橋小に来てくれることに関しても、

何も思いません。Ａ先生が技術の話をしてく

れたり、中学校の話をしてくれたり、技術で
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つくったものを見せてくれたり、そういうこ

とをしてくれるのが楽しい」とか、中には、

「別に何も思わない」という生徒もおるんで

すけども、ほとんど小学生の児童は、中学校

の先生が来て楽しい授業だというアンケート

です。また後で見てもらってもいいと思うん

ですけれども。 

 中学校の生徒は「小学校で教えてもらって

いたので、とても親しみやすい。話しやすい。

質問もしやすい」と。また「小学校で教えて

もらっていたので、授業がわかりやすいです。

そのおかげで中学校の勉強にもなじめました。

勉強しやすい」、「知っている先生がいて、安

心だと思った。よかった思う」、「先生は、怖

いところもあるけど、優しく教えてもらった

り、おもしろいところがあるということ、ま

た頑張れそう」、「どんな授業をしてくれるか

楽しみだ」と。そういう中学校の先生、一番

中心は、小学校のときに習った先生、優しい

雰囲気の先生が来てくれて、何か精神的に安

定すると、そういうのが中心のアンケートの

結果だと思います。 

 こういうことで、同じこういうことをする

のであれば、やはり連携校だけではなしに、

連携は小学校から中学校へ行ったり、中学校

から小学校へ行ったりしなければいけないの

で、一番うまくできるのは、同一敷地内に小・

中がありましたら、もっと９年間を見通した

みんなの先生で、小・中学校の先生みんなで

ふさわしい時期にふさわしい内容を、ふさわ

しく教えると、そういうことで大変プラスに

なると、そういうことがわかっております。

橋本市は以前からそう思ってやっておったん

ですけれども、この間びっくりしたんですが、

大阪市も全小・中学校を小中一貫にするとか、

横浜も500ほどあると思うんですけど、それを

うちは、そこら辺をまねをしているわけでは

ないですけども、そういうことも出ておりま

した。そういうことを、やはりこれからは、

小中一貫が大事やなと、そういうことに、私

ども教育委員会としても自信をさらに持った

わけでございますけれども、やはり学力を高

めるためにも、子どものために教育委員会は、

やはり子どもを中心に据えて、やはりプラス

になるように変えていくべきだと、教育委員

会としてそれが私らの仕事だと、そういうふ

うに思ってやっておるんです。 

 保護者の声ということもありましたが、今

まで５月29日に東家区長さまと協議をしまし

て、30日に橋本市地区区長会長とも話し合い

をしました。それから、６月25日に教育文化

会館で説明会をさせていただきました。これ

は、教育委員会主催でした。それから、11月

７日、学校と教育委員会で橋本中学校の会議

室でＰＴＡの役員会で説明をしました。それ

から、11月21日、学校と市教委で橋本小・中

学校の保護者に説明をさせていただきました。

それから、今先生言われましたように２月20

日、橋本小学校の授業参観の後、説明会をし

ました。これは、校長が説明したと思います。

それと３月２日に原田地区の方々に説明しに

行かせていただきました。また、３月４日に

橋本中学校区の区長会に今後議員言われてい

ましたように、各区へ説明しに行かせていた

だくと、そういう了解をとったわけでござい

ます。 

 学校の先生方も小・中学校の文化の違い、

あるいは、小・中の学習内容の段差のあり方、

それからスピードの違い、そういう点も気づ

いて、大変自覚しているということも聞いて

おります。そういった点で、小中一貫、ある

いは小中一貫校をめざして頑張りたいと思い

ます。 

○議長（中上良隆君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）先日の原田区への

説明会を中心説明をさせてもらいました。報
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告させてもらいます。特に、先ほどちょっと

議員のほうからもお話がありましたが、住民

の方から特に低学年のお子たちのことですが、

新入生一気にはすごく疲れると。橋本小学校

が中学校へ移動することによっての、従来か

らもかなり３kmを超える通学区域、特に原田

区、運動公園の付近は結構距離がありますよ

という話がありました。具体的には、通学用

のバスも検討できておるんかというような話

がありました。私のほうで、非常に答えにく

い話でしたが、概要だけ言います。 

 即答はできませんが、今後研究をさせてい

ただきたいと考えています。最終的には、市

長が通学課題について、英断を下すというこ

とでご理解ください。小中一貫教育の研究や

小中連携教育の実践を重ねてきたにもかかわ

らず、通学問題だけで、小中一貫教育が実現

できないというようなことにならないように

願っています。 

 そういった部分と、それから、私のほうで、

通学路の件は、ドア・ツー・ドアということ

は考えておりません。運動公園に至る坂道の

問題もありますが、段階的に解決していける

部分もあるのではないかと思います。構想と

して、対処する案は持っていますが、そうい

った部分の最終的な結論はちゃんと組み立て

をしてから来るべきだと思っていますので、

ご理解ください。そういった部分の話もさせ

ていただきました。 

 それと、先ほどから教育長も小中一貫につ

いては、十分説明をさせていただいているん

ですが、特に小学校長、中学校長が見えてく

れて、その中の発言で、いろいろ内容につい

てどうだというおただしがあった中で、特に

私が印象に残ったのが、小林橋本中学校長、

この方のちょっと抜き書きで話をさせてもら

いますが、特に小中一貫の中で、思春期が小

学校五、六年生に来ていると。ここの部分を

複数の目で見ていかないと、１人の先生では

限度があります。ちょっと飛ばしますが、今

はもっと専門性を小学校へ入れていく必要が

あると思います。そして、その専門性を生か

して、子どもを伸ばしていくことは、今の教

育で一番大事なことだと思います。そうすれ

ば、子どもは伸びていくと思います。ここに

は、古佐田丘中学校の先生の私見も述べてお

りました。そしてその中で、地域で子どもが

育っていくのが望ましいと先生は思われてい

ます。私は、というは先生ですが、橋本中学

校の校長先生ですが、山田で住んでいます。

西部中学校区で中学生の横を小学生が寄り添

って歩いていく、小学生と中学生雰囲気がい

い、このような光景を見ていて気持ちがいい。

考えていかなければならないのは、子どもの

健全な成長です。そういった思いを先生が言

われておりました。その中で、子どもを正常

に発達させたい。子どもに粘り強くあきらめ

ない気持ちを持たせたい。この思いを、橋本

小・中四十数名の職員の特性を生かして実現

させたい。橋本中学校の校風で言いますと、

清純、強靱、英知の強靱です。あきらめない

心をみんなでつけさせていく。あえて負荷を

かけ、成長させないといけない。そういった

ことを小学校の教師と中学校の教師が集まっ

て話しています。といったような内容です。 

 ちょっとごく一部ですが、報告させていた

だきます。 

○議長（中上良隆君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）先ほど教育長が言われ

た大阪市の記事、私も読みました。ちょうど

３月４日付朝日新聞に載っておりました。た

だ、確かに、大阪市全校で小中一貫とは書い

てはありますけれども、同一敷地内でとは書

いてありませでした。 

 小中連携をして、先ほど子どもたちの声と

いうことで紹介されましたけれども、確かに
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いい面はあると思うんです。ただ、今は別々

の敷地にあっての感想なので、それが同じ敷

地になったときにどうなるかというのは、ま

た別だと思うんです。 

 小学校と中学校との中１ギャップというこ

とがすごく強調されて、先ほどの小林校長先

生の話でも、思春期は五、六年生に来ている

ということで、いわば高学年がかなりクロー

ズアップをされているわけですけれども、そ

こだけじゃなくて、はじめて学校に行く小学

校１年生が同じ敷地内に中学３年生の、ほと

んど小学校１年生から見たら、大人に見える

お兄さん、お姉さんたちが一緒にいてると。

なおかつ小学校は45分、中学校は50分、そう

いう中で、チャイムも鳴らしたり、鳴らさな

かったりとかという形で調整するということ

なんですが。それと、もう一つは、中学校で

は定期試験がありますよね。そのときに、小

学校では普通に授業があって、小学校低学年

の子どもたちというたら、どちらかというと

声は高いと思うんです。普通の小学校だけの

敷地であれば、いろいろと制約を受けなくて

も、ごく近くに中学校の敷地があることによ

って、例えば、この時間帯は大きな声は出さ

ないようにであるとか、いつからいつまでが

授業時間かわからないときから、いろいろ注

意されながらであるとか、学校にはじめて行

って、学校で楽しいとこや、勉強て楽しいこ

とやと最初に思うべき小学校１年生が、中学

校と同じ敷地になることによって、本当に何

の弊害もないのだろうか、このこともものす

ごく一つ疑問に思うんです。敷地が違って、

小中連携をしていくことについては、何も。

いいことだと思うんです。だけども、橋本小

学校、中学校だけ同じ敷地内で、特別教室を

真ん中に挟んで、中学校の区域、小学校の区

域と分けるということではありますけれども、

本当にそれだけでいけるんだろうかと、素朴

な疑問もあるんです。本当に全部の地区での

説明会並びに、もっと実際に通われている保

護者の皆さんの同意といいますか、そういう

のが得られるまで、急いでするべきではない

と思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（中上良隆君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）今議員がおっしゃ

ったような質問がありました。住民側からは、

同一敷地内の１限小学校45分、中学校50分授

業で、チャイムは調整できますか。体育館な

ども小学生と中学生が一緒に使えますかとい

うような質問がありました。これに答えて、

南橋本小学校長は、小学校、中学校それぞれ

１限目の始まり、３限目の始まり、昼からの

始まりの時間を、休憩時間の調整でそろえる

ことが可能です。既に実践されている小中一

貫校があります。といった答えです。 

 それと、先ほどの小林橋本中学校長は、学

校の立地の関係で答えております。紀見北中

学校の例から、校舎の棟が違えば、別の棟の

チャイムは聞こえません。小学校と中学校と

を別棟にすればチャイム音の問題は解決しま

す。また、中学校がテスト中であっても、棟

が違えば小学生の声は聞こえません。中学校

の体育館、これはもう云々ですがちょっと。

そういった部分の話がございます。 

○議長（中上良隆君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）議員から、私は小中

連携も大事なんです。教育委員会としまして

は、それよりも小中一貫校に最終したいんで

す。橋本小中一貫校して、今後10年、20年先

のことを考えて、適正規模、適正配置の検討

委員会を来年度早々に立ち上げまして、今後

統合とかそういうのを計画をすると。最終的

には、小中一貫校をやっていくと。最終的に。

児童生徒数も減ってきますので。それで、小

中一貫が最終は、小中一貫校にしたいと教育

委員会としては思っています。それで、小中
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一貫のよさというのは、議員わかっていただ

いたと思うんですけれども、小中一貫校にし

たら、９年間を見通して、先ほど言いました

ように、ふさわしい時期に、ふさわしい方法

で、ふさわしい内容を小・中の先生方が全員

でやると。またそこへ小学校から中学校へ行

ったら中１ギャップということで、不登校が

３倍増えるのは、確かに増えるんです。そう

いうこともなくなるし、学級が乱れるという

ことも小学校でよくあるんですけれども、起

きないし、９年間でやはり教科について、小

学校の先生と中学校の先生と一緒になって、

連携してやっていくというのは大事なことだ

と思います。 

 それと、中３の子と小学校１年生がいたら

大変怖がるん違うんかなということをよく言

われるんですけど、実際、中学校の技術家庭

のときに、保育実習といって保育所に行くん

です。そういう生徒指導上大変問題になる子

ほど、その保育実習で保育園の子をものすご

く大事にするんですよ。そういった点、そう

いうものすごくかわいいんです。大事にする。

それはもう全く心配は要りません。それは、

本当に、大人ほど子どもはばかやないんです。

賢いです。本当にそこら辺は、子どもという

のはすばらしいです。それとチャイムのこと

は、答えてくれましたので。説明会も今後十

分にしまして、やはり納得して行ってもらわ

んとやはりマイナスになりますので、トップ

ダウン的にならないようにだけはしたいと思

っております。 

○議長（中上良隆君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）済みません。時間少な

いので、最後もう一つだけ確認をしたいんで

すけれども、今回も予算がついていますけれ

ども、地元の説明会すべて済んで、保護者の

了解、納得、合意を得るまで実施に移さない

というか、そこの確認だけお願いしたんです

けども。 

○議長（中上良隆君）答弁を求めます。 

 教育長。 

○教育長（森本國昭君）24年開校をめざして

やりたいと思いますので、どうかよろしくお

願いいたします。 

○議長（中上良隆君）これをもって、２番 阪

本君の一般質問は終わりました。 

 この際、３時10分まで休憩いたします。 

（午後２時57分 休憩） 
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